
ウエアラブルによる3次元計測の可能性

HERONによる計測の実例報告

九州大学 堀 賀貴



3次元計測の現在

レーザー・スキャニング スキャナー
（テレストリアル）

ライダー

光学式（写真測量／SFM）

自己位置推定型のモバイル／ウエラブル・スキャナ

デジタルカメラ

ハンディ・スキャナ

原理

手法（可動／設置）
→自己位置の決め方
→ポリゴン化に影響

UAV複合型

条件に依存しない計測
が求められる

環境に応じた
計測方法を選ぶ



シンプルにアウトプットの比較

計測対象

九州大学 箱崎キャンパス
工学部50周年記念堂
（南北60m，東西45ｍ，高さ16m）
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凹凸が多くレーザー・スキャニングでは作業量が多くなる



外観計測

FAROによるレーザー・スキャニング

3D Reconstructorによる自動合成
（50から70％のオーバーラッピング）

→ 50スキャン以上：約2日間の作業

HERONによる計測ルート

→ 約１時間の作業：出力に２時間程度



屋外作業：平面

ズレ：位置＝最大20cm
形状＝平均約5cm

ループしても整合性が
破綻することはない。

約15cm



水平：20cm／60m（FAROの水準器と比較して）
鉛直：若干の転び←ルートが建物に近接しすぎたか？

屋外作業：立面



屋内：断面
階段を登りながら計測

ズレ：位置＝最大15cm
形状＝平均約3cm

概ね正確（10cm）
水平／鉛直に関係なく
移動距離に比例したズレ



破綻なく正確に計測できる！

オーバーラッピング
が少ない場所で
ズレが大きくなる

オクリュージョンなし
計測時間は１時間



Precise
（正確な）
→データが正確
（ただし，誤差も含む）

Imprecise
（不正確な）

Accurate
(精度の高い）
→データに矛盾が少ない

Inaccurate
（精度の低い）



急な動きを避ける
対称物との距離を一定に保つ

有効かつ有力な選択肢の一つ

ご清聴ありがとうございました

レーザー・スキャニング

写真測量

ウエラブル

計測時間の短縮と計測結果のイメージが容易
フィット型のCAD化は可能，自動検出型（ロバスト推定）は難しいか？




